
できごと 歴代所長
（運営委員長） 年度

人間生活科学研究所
第１研究部門 第２研究部門 第３研究部門 第４研究部門

立設を所究研学科活生間人てしと所究研置附学大 ■
（本拠：狭山台校（旧））
■５月28日には開所式を実施

内藤誉三郎学長
（1981～1982）

1981

 

学

型

体

服

被
）9891～（）任併（授教子澄澤柳

堤江美子助手（～1984）

）1002～（）任併（授教義信井平
）1002～（）任併（授教子代喜羽千

栗原純代助手（～1983）

設増を門部究研」学態生理生間人「 ■
成完が棟所究研学科活生間人に）旧（校台山狭 ■ 1982

　

学

態

生

理

生

間

人

近藤四郎教授（～1992）
真家和生助手（～1984）

校びよお）旧（室下地堂講妻大の校田代千を拠本 ■
舎420号室（旧）に移転（狭山台校（旧）の人間
生活科学研究所は分室となる）

吉田壽雄学長代行
（1983～1986.9）

1983

　

学

態

形

体

人
りよ）旧（室下地堂講妻大が所究研学科活生間人 ■

校舎220号室に移転 1984

発
　
達
　
環
　
境
　
学

畑弘美助手（～1984）

1985 遠藤智加子助手（～1985） 真家和生講師（～1994）

1986 堤江美子講師（～1991） 大沼美奈子助手（～1987）
中川秀恭学長

（1986.10～1987.5）」。るて充にれこてっもを長学、は長所究研「の定規 ■
は、「研究所長は、研究所の専任教授をもってこれ
に充てる。」と改正 1987

近藤四郎教授
（1987.6～1992）

代千が所究研学科活生間人、い伴にし壊り取舎校 ■
田校B棟2階に移転 1988 大澤清二教授（～現在）

田中（高橋）雅子助手（～1990） 菊田文夫助手（～1989）

長成態形てしと室験実置附の所究研学科活生間人 ■
実験室、発達環境実験室、運動解析実験室を設置 1989

1990

　
形
　
態
　
成
　
長
　
学

生
　
理
　
生
　
態
　
学

田中秀幸助手（～1992）
設増が）動流（門部究研報情 ■ 1991 佐川哲也助手（～1992）

究
研
報
情
）
門
部
動
流
（ 益本仁雄教授（～2011）

1992 楠本彩乃助手（～1993） 所長室発足
中川秀恭学長
（1993） 1993 笠井直美助手（～1998） 髙石昌弘教授（～1993） 柿山哲治助手（～1995）

髙石昌弘教授
（1994～1999）

1994 熊倉千代子助手（～1999） 池上晴夫教授（～1995）
さ成構で門部のつ４、れさ化常定が門部究研報情 ■

れることになる 1995 真家和生助教授（～1995）

情

　
　
　

報

講念記、え迎を年周51設創が所究研学科活生間人 ■
演会ならびに祝賀会を開催 1996 髙石昌弘教授（再任～2000）

柿山哲治（～1998） 武川（平山）素子助手（～2001）

1997
1998
1999 下田敦子助手（～2003） 齋藤実助手（～2002）

資料1

人間生活文化（科学）研究所年表（1981―）

（人間生活　　　　　　　科学研究所併任教員は資料2を参照）
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佐野博敏学長
（2000～2006）
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形
　
態
　
成
　
長
　
学

河原雅典助手（～2002）

行
　
動
　
疫
　
学

健
　
康
　
生
　
態
　
学

情
　
報
　
文
　
化
　
学

2001
館書図らか階２棟B校田代千が所究研学科活生間人 ■

棟５階、６階に移転 2002 橋本勲教授（～2002） 宇都宮由佳助手（～2006） 宇都宮由佳助手（～2002）

2003 皆川寧子助手（～2003）
2004 棚町徳子助手（～2009） ）6002～（）任再（手助佳由宮都宇

2005 下村道子教授（～2008）
神戸（石川）恵助手（～2006）

2006
学
長
成
境
環 宇都宮由佳助教（～2007）

下村道子教授
（2007～2008）

2007 榮光子助手（～2007）

2008

人間生活文化研究所 事務室発足

行が組改てしと環一の業事念記年周001院学妻大 ■
われ、人間生活文化研究所と名称変更
■「共同研究プロジェクト」を開始

学
長
成
境
環

行
　
動
　
疫
　
学

下田敦子教務助手（～2015）
学
態
生
康
健

学
化
文
報
情 榮光子助手（～2013）

大澤清二教授／副学長
（2009～現在に至る）

2009
2010 上野あき助手（～2011）

始開を成助究研たしと象対を生院学大 ■
開を談相別個・塾研科てしと援支請申費究研学科 ■

始
2011

催開をムウジポンシてし念記を年03立設 ■
amustO「籍書子電 ■  eBook」の出版を開始

投の」究研化文活生間人「ルナーャジンイランオ ■
稿受付開始
■J-Stageへの論文搭載を開始

2012 髙橋寿美子助手（～2017）

2013
始開を費究研人個的略戦 ■

■研究員研究助成を開始 2014 東條沙織助手（～2018）

2015
2016 下田敦子専任講師（～現在）
2017

女妻大、てしと環一の業事念記年周011院学妻大 ■
子大学博物館において特別展を開催　 2018 上田摩耶子助手（～現在）

2019
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